
　

本
市
で
は
、
平
成
18
年
５
月
26
日
に
「
人

口
増
加
対
策
本
部
」
を
設
置
し
、
人
口
増

加
を
図
る
た
め
の
対
策
や
施
策
を
総
合
的

に
検
討
し
、
取
り
組
み
方
針
を
取
り
ま
と

め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
第
８
次
鳥
取
市
総

合
計
画
」
や
「
鳥
取
市
次
世
代
育
成
行
動

計
画
」、「
と
っ
と
り
市
元
気
プ
ラ
ン
」
な

ど
、
既
存
の
計
画
に
掲
げ
る
施
策
を
積
極

的
に
進
め
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
人
口
増

加
と
い
う
視
点
で
新
た
な
施
策
を
「
働
き

や
す
い
ま
ち
」「
定
住
し
や
す
い
ま
ち
」「
産

み
育
て
や
す
い
ま
ち
」「
魅
力
の
あ
る
ま
ち
」

と
い
う
項
目
で
体
系
化
し
た
も
の
で
す
。

　

人
口
増
加
対
策
は
、
雇
用
の
創
出
、
子

育
て
支
援
、
団
塊
の
世
代
へ
の
取
り
組
み
、

U
J
I
タ
ー
ン
の
推
進
、
若
者
定
住
の
促

進
、
健
康
寿
命
の
延
伸
な
ど
広
範
な
施
策

を
相
互
に
連
携
さ
せ
な
が
ら
総
合
的
に
展

開
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

行
政
だ
け
で
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
市
民

や
民
間
事
業
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
は
じ
め
と
す

る
市
民
活
動
団
体
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
主
体

と
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
人
口
増
加
に
、

そ
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
と
も
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

人
口
増
加
へ
向
け
て

人
口
増
加
へ
向
け
て

取
り
組
み
は
市
民
を
あ
げ
て

取
り
組
み
は
市
民
を
あ
げ
て
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人口増加対策人口増加対策

人口増加人口増加 住みよいまち住みよいまち＝＝

　鳥取市は、合併して人口 20万人を超える市となりました。鳥取市は、合併して人口 20万人を超える市となりました。
　都市にとっての人口は ､その都市が将来にわたってにぎわいを保ち、継続し　都市にとっての人口は ､その都市が将来にわたってにぎわいを保ち、継続し
て発展を続けていくとともに、住民が安定した生活を営むための大切な要素とて発展を続けていくとともに、住民が安定した生活を営むための大切な要素と
言えます。人口の減少が進むと、産業の担い手不足や伝統文化の衰退による地言えます。人口の減少が進むと、産業の担い手不足や伝統文化の衰退による地
域コミュニティー力の低下、また、さまざまな分野における需要の縮小による域コミュニティー力の低下、また、さまざまな分野における需要の縮小による
産業活動の低迷など都市の活気がなくなっていくことが懸念されます。産業活動の低迷など都市の活気がなくなっていくことが懸念されます。
　このような中 ､本市は、市町村合併による都市の魅力向上、目前に迫った鳥　このような中 ､本市は、市町村合併による都市の魅力向上、目前に迫った鳥
取自動車道の開通、団塊の世代 (2007 年問題 ) の受け入れといった新たな要取自動車道の開通、団塊の世代 (2007 年問題 ) の受け入れといった新たな要
因を踏まえ ､竹内市長のマニフェストの一つである「人口が増加していく住み因を踏まえ ､竹内市長のマニフェストの一つである「人口が増加していく住み
よいまちづくり」に強力に取り組み、平成 22年度の人口 20万 3000 人をめよいまちづくり」に強力に取り組み、平成 22年度の人口 20万 3000 人をめ
ざします。ざします。

平成
22年度

鳥取市人口20万 3000人を目標に平成
22年度

鳥取市人口20万 3000人を目標に


